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第８回憲法闘争の発展をめざす全国交流集会

―分散会での発言から②－
「自治労連」
　全労連の憲法月間の取り組みと呼応して、憲法キャラバンに取り組んだ。ゴールデンウイーク以降、１４県２７３自治体を訪問、懇談した。６～７月にかけて、さらに取り組みをすすめる。懇談の切り口は憲法２５条、２６条、２７条をいかした自治体行政を求めること。例えば、佐賀県が１５００人を直接雇用していることなど、住民生活を守るために自治体が果たしている役割を積極的に評価することにより、自治体の側からも国への要求が語られる。国民投票の自治体予算がつく緊迫した情勢にある。自治体の合併や財政再建について国からの統制が強まり、改憲と結びついた流れとなっている。人権保障と憲法擁護の闘いをあわせて強めることが大切だ。

「京都共同センター」

　海賊新法は「国家による詐欺だ」と、宣伝の中心にすえて批判を強めている。この取り組みを全国的に強めるために、簡潔なチラシや資料の作成をすすめてほしい。京都では、団体、グループ、個人、誰でも入れる憲法９条「京都の会」を立ち上げ、世話人会は６０人になった。５月２日には、ノーベル賞受賞者の益川さんや瀬戸内寂聴さんなどの呼びかけによる講演会を開催し、４６００人が参加した。京都府内全域で政治的立場を超えた広範な人たちに改めて憲法問題を考えもらう機会を広げている。こうした取り組みで「９条の会」も、「映画人９条の会」「学生９条の会」が広がるなど、再活性化する効果が出ている。広範な人たちが共感できる著名人の力を借りて、憲法を守る運動への賛同と署名を広げたい。
「兵庫共同センター」
　兵庫県内は４９の行政区に分かれているが、地域共同センターがカバーできるのは半分しかない。５月１８日が改憲手続き法施行の１年前ということで、県として初めて全県に要請を出し、行政区で最低１ヵ所１時間の街頭宣伝を取り組むことになった。２３ヶ所で実施することができ、企画の段階でも県の共同センターに参加している地域組織が相互に連絡がとれるようになった。これは地域の共同センターを新たにつくっていく芽になった。地域の九条の会が、呼びかけを受けて改憲手続き法の独自に作ったチラシを全戸にポストインしてくれる共同も生まれた。９月に２回目の全県の統一行動を提起している。それぞれ行動日が違うので、３日～９日までのゾーンで計画し、そのゾーンの中で地域の共同センターをつくっていきたい。
自治労連　『おきプロ』に青年たち1270人が集結！

　「自治労連２０tｈ　おきなわプロジェクト」が６月１２日から１４日、沖縄に１，２７０人の自治労連の青年たちが全国から集まって開催されました。

　青年たちは、米軍基地の建設や騒音などとたたかう住民、基地返還を求める自治体、沖縄戦の激戦地が伝える戦争の悲惨と平和の尊さ、沖縄の歴史と文化、美しい自然と環境問題などで、新たな発見と感動を肌で感じ、仲間たちとの出逢いと交流で、次代の自治労連を担っていく青年たちの元気とエネルギーがはじけた３日間となりました。
１日目のオープニング・イベントでは、全国実行委員会によるダンスと歌で開幕。実行委員長の澤田香織さん（東京・世田谷区職労）は「１０数年前にも青年が北海道に行く企画がありましたが、今回との大きな違いは『学習』。平和の大切さを学び、平和を通して社会情勢を知って欲しい。そして青年同
志がいろいろな人とつながりを持ち、学習したことを胸に刻んでいただきたい」とあいさつしました。地方参加者のパフォーマンスや参加者全員によるカチャシーが繰り広げられ、会場が大きく揺れるほどのパワーと笑顔がはじけました

　２日目は行政、平和、歴史など８つのテーマで分科会が開かれ、沖縄の過去現在を学習し、基地のない平和な沖縄への思いを共有しました。ファイナル・イベントでは、「沖縄コンベンションセンター」に全員が集まり分科会の報告を行いました。宜野湾市の伊波洋一市長と澤田実行委員長、田村実行委員の対談も行われ、伊波市長は普天間基地について「日米で合意している普天間基地の返還を実現させたい」「普天間基地の代替を県内に設置させるのではなくアメリカ本土に持っていくこと強く要求する」と述べました。最後に、参加者で紙に要求や願いを書いて紙ヒコーキを折り、澤田委員長による「青年の願いよ　飛んで行け！」の掛け声で一斉に飛ばしました。色とりどりの紙ヒコーキが会場内を飛び交い感動の大拍手で締めくくられました。（『自治労連速報　第１７０号』より抜粋）
【転送転載歓迎、各地のニュースに活用してください】
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